








要約:長崎県における遺伝相談の実情を把握するため,長崎大学病院で行っている遺伝相談

の現状,小児科・産婦人科・形成外科医を中心とした遺伝相談に関してのアンケート結果

を報告した。昭和 60 年から平成 4 年までの 8 年間に遺伝外来新患数は 420 名であった。

紹介科は,小児科が最も多く,以下,産婦人科,形成外科,内科,整形外科,眼科,皮膚科,泌尿

器科となっており,紹介地域としては,長崎市が最も多く,それから長崎市に近い地域から

同心円状を呈していた。アンケートによる遺伝相談に関する意識調査は,対象者計 227 名

で行った。遺伝相談において,一次及び二次遺伝相談に分けてのシステム化を確立するこ

とが望まれており,二次遺伝相談を行う場所は,県南,県北地区にそれぞれ必要であるとい

う意見が多かった。二次遺伝相談に,現在,本来の遺伝相談と共に,正確な診断が求められ

ていた。


